
タイで商品やサービスを広げたい企業様へ
読書イベントのコラボレーションご案内

タイ国の子どもの本の祭典「READ＝ LIFE」
第3回IBBYアジア・オセアニア地域大会

（2017年5月9日～12日）

タイの子どもやファミリー層が一同に集う！

ローカル市場開拓のプロモーションとして最適な機会です。

2016年9月

株式会社マイティブック

本に親しむタイの子どもたち（ⒸThaiBby）
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アジア・オセアニアIBBY地域大会とは？

世界77か国が加盟し、2014年に日本の児童文学作家の上橋菜穂子さん

が作家賞を受賞し話題になった、小さなノーベル賞と呼ばれる「国際アン

デルセン賞」を主宰している団体がIBBY（国際児童図書評議会）です。そ

の中のアジア・オセアニア支部が集い、アジア・オセアニアの子どもにア

ピールする読書推進の取り組みとして、2013年から2年に1回、ホスト国

（アジア・オセアニア支部で持ち回り）で開催をはじめたものが、「アジ

ア・オセアニアIBBY地域大会」です。

これまで欧米に比べ遅れていたアジアの「子どもの本の文化」も、イン

フラやネット環境が整備され徐々に向上。各国でユニークな作家や画家が

育ち、独自の出版文化が形成されつつあります。「アジア・オセアニア

IBBY地域大会」は、その様子を深く知ることができる貴重な機会です。

すでに開催を終えた、2013年第1回インドネシア・バリ大会（参加19か

国）、2015年第2回マレーシア・クアラルンプール大会（参加国19か国）

には、現地の子どもや保護者、教育関係者が集い、期間中登録参加者が延

べ2000人を超えるイベントとなりました。2017年はタイ・バンコク、

2019年は中国、2021年はカンボジアで開催されます。

2017年 第3回IBBYアジア・オセアニア地域大会は
タイ・バンコクでスケール・アップ!

2015年第2回マレーシア大会の様子
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子どもの本の祭典「READ=LIFE」のプログラム

全体のプログラムは、大会参加者の募集締め切り後の2017年2月下旬頃に確定します。大会では、世界各国の児童書研究

者や教育関係者が、日ごろの研究や調査や子どもの本の現場の様子などを発表しあい議論が行われます。このような発表以

外でも、現地の子どもを対象にした読み聞かせや工作など様々なイベントが行われ、たくさんの親子が訪れ賑わいをみせま

す。2017年度のプログラムには、日本の紙芝居の会と視覚障碍者のための布の絵本の会が実演を予定しています。

会場は、タイの首都バンコク中心部にある「セントラルワールド」の最上階の図書館「TKパーク」で、第3回IBBYアジ

ア・オセアニア地区大会の共催として、子どもの本の祭典「READ=LIFE」をサポートします。

「セントラルワールド」は2006年にオープ

ンした伊勢丹や紀伊国屋、ユニクロなど日本

企業も多く入居するショッピングモール。敷

地内にはスケートリンク、映画館、イベント

ホールが併設され、国内最大級のファミリー

向け娯楽スポットです。「TKパーク」はそ

の中でも、人気の高い公共施設として、たく

さんの親子連れが読書を楽しんでいます。

大会の詳細はホームページをご覧ください

http://ibbyaoric2017.tkpark.or.th/
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IBBY タイ支部について

泰日工業大学 国際・広報・奨学金担当副学長。ブックブリッジ社社長。

1950 年 生まれ。1967年タイのチュラロンコン大学で政治学を学ぶ。1968年に国費留学生として来日し、1970年ま

で東京外国語大学の留学生課程に在籍。1970年から1973年にかけ東北大学で経済学部学士、1973から75年まで一橋大

学で経済学科の修士を取得。

1975年タイに帰国後、バンコクで朝日新聞支局長補佐を務める。1978年にフリーランスの泰日通訳に転身し翻訳や

執筆活動を開始。タイのチュラロンコン大学文学部で日本語特任講師を務めるなど、日本とタイをつなぐ仕事に積極的

に取り組む。1996年より泰日経済技術進行協会(TPA)の理事、また同時に、同協会の付属語学学校の校長兼マネー

ジャーを務める。 2005年から泰日工業大学の設立委員会の一員を経て、2007年から泰日工業大学の総務副学長、

2011年から国際・広報・奨学金担当の副学長に就任。50以上の日本の大学と交流を図る。

多忙な日々の中、プライベートでは日本人のご主人とご結婚。二人の子どもの育児で触れた子どもの絵本に興味を持

ち、1994年からアマリン社の編集者として福音館の絵本の翻訳などを手掛けるようになる。読書を広めるために2001

年にiBｂｙタイ支部の設立に尽力し、事務局理事となる。2002年にはタイで子どもの本の出版を手掛けるブックブリッ

ジ社を設立、『宮沢賢治』（ポプラ社）、『橋を架ける』（すえもりブックス）、『手塚治虫』（ポプラ社）などを出

版。良質な子どもの本をタイで広げる出版活動に取り組んでいる。

本大会を主催するThaiBbyは、2001年に「子どもの本財団（BOOKS FOR

CHILDREN FOUNDATION ）」が母体となり、タイ国内でIBBY支部の活動を開始。

会員制団体ではなく、寄付やボランティアによって運営されています。

また、「子どもの本財団」は、IBBY支部の活動のほかに、1992年にイギリスでは

じまった、すべての赤ちゃんが絵本を楽しむ体験ができるように、新生児に絵本をプレ

ゼントする「ブックスタート」のプロジェクトにも取り組んでいます。

2017年開催の「第3回IBBYアジア・オセアニア地区大会」では、ThaiBbyの事務

局理事で日本語が堪能なポンアノン・ニョムカ・ホリカワさんが日本とタイの窓口と

なって、子どもの本の祭典「READ＝ LIFE」の交流を図ります。

【ThaiBby日本窓口】
ポンアノン・ニョムカ・ホリカワさん
ThaiBbY事務局理事

Thai Section of IBBY (ThaiBby)

Books for Children Foundation

President. Khunying Kasama Varavarn

23/26 Moo 10 Petchakasame 60/2 Road

Bangduan, Pasicharoen, Bangkok 10160

Tel +66-2805-0202 Fax +66-2805-1308

Email: thaibby@hotmail.com

www.thaibby.in.th
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本と子どもをグローバルにつなぐ企画を提供

マイティブックは絵本の出版のほか、

子どもの本に関連するイベントの企画をグローバルに手掛けています。

ゲームやインターネットと急速に変化する子どもの環境を見つめながら、これからの子どもたちに必要な想像力を読書を通じて
提供していきたいと、2004年にスタートした出版社です。
子どもの本世界は、本当にグローバルです。たくさんの国の本が国内で翻訳され、日本語で読むことができます。そして、日本

の優れた子どもの本は、逆に世界に広がり、国際的にも高い評価を受けるようになりました。
マイティブックは、「子どもの本で国際理解」を2004年の起業当時から掲げ、IBBYの機関誌「Bookbird日本版」の発行や世

界各国にある読書団体や作家・画家・研究者とのネットワーク構築に励んでまいりました。その関係から、子どもの本や絵本に関
係するイベントの協力や企画、講座開催の依頼を国内外から受けるようになりました。中でも、特に日本の良質な子どもの本をコ
ンテンツとして世界へ発信する事業には力を入れています。

2017年度は、ThaiBbyと連携し「第3回IBBYアジア・オセアニア地区大会」で、
タイの子どもたちに日本をアピールできるイベントの開催を目指しています。

2013年：インドネシア・バリ幼稚園＆図書館視察ツアー
（5月）、カンボジア絵本出版プロジェクト開始
2014年：モスクワ図書館視察（1月）、絵本作家あべ弘士
さんモスクワブックフェア国際交流基金講演企画（11月）
2015年：マレーシア・クアラルンプール図書館視察（5
月）、フィンランド図書館視察（11月）
2016年：絵本作家村上康成さんシンガポールプロジェクト
＜このはな幼稚園20周年記念 国立図書館ブックリスト制
作（AG50・AFCC）、日本人学校講演＞（1月～5月）、
NZ・オークランド日本人文庫＆出版社視察（8月）

シンガポール
村上康成さん
プロジェクト
（2016年5月）

【海外の読書イベントと連携したマイティブックの主な活動】
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タイの子どもたちにアピールできるイベント開催

①生活意識の高いローカルへのアプローチ
子どもの読書に関心のある、教育や生活に対する意識高い系親子が参加するた
め、暮らしが豊かになるようなモノへの消費に興味を持つ傾向が伺えます。

②対話を通して生の声を収集
参加者のアンケートや現地調査など、イベントでは対面で生の声を集めること
が可能です。対面で現地の動向を知ることで、データの価値が上がります。

③非営利団体の主催でイメージUP
非営利団体のThaiBbyが学校や教育関係者と連携し、ボランティアネットワー
クで開催する本大会への協賛は、現地での企業イメージのUPにつながります。

④海外イベントの負担軽減
イベントのためのスタッフは、基本的に現地主催者の手配です。そのため、独
自で行うイベントに比べ、人的負担が少なくなります。チラシなど配布物のタ
イ語版制作や翻訳、通訳の手配も代行して行うことも可能です。

⑤社会的貢献度の高いプロモーション
本企画の趣旨は子どもの本で国際理解を深め、日本とアジアの交流を図るため
の資金をWIN=WINの関係で募ることが目的です。アジアの市場開拓が社会的
貢献度の高いプロモーションにつながります。

タイの子どもやファミリーをターゲットにした、プロモーションには絶好の機会です。

現地イベントのコラボレーション企業を募集しています。

現
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ン
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オークランドの工作イベント

インドネシアの読書イベント

バリの幼稚園訪問
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タイアップ企画のご案内

【タイアップ企画➊】（お申込み締め切り2017年2月末）

ブックリスト：日本で出版されている、タイの子どもの本リスト
日本とタイで出版されているタイ作家による絵本と児童書をまとめたブックリストです。日本の子どもたちは、タイへの思い
を深め、タイの子どもたちは日本でも読まれている自国の本に触れることで、それぞれの国の子どもたちを読書へと誘います。
選書と監修は、児童文学研究家でタイ語にも精通されている、竹内より子先生です。日本とタイの両国の子どもへ無料配布
（スマホ対応e-book,印刷)をしたいと考え、リストはタイ語と日本語の両言語で編集予定です。

【タイアップ企画➋】（お申込み締め切り2017年2月末）

TKパーク会場：ThaiBby主催イベント会場でのブース(机）
会場の「TKパーク」で、御社のPRができるスペースをご用意します。オリジナル企画になり
ますので、詳細お打合せ後に企画のご提案と金額のお見積りをご提示いたします。

＜広告料金（税抜き）＞

表３（e-book連動） １P 15万円 タイ語による広告制作も別途承ります。
広告制作料は含まれていません。中面（e-book連動） １P 13万円

＜会場使用の費用目安＞

ブース(机） 30万円～ 場所や大きさなどご要望で金額が変動いたします。

チラシ設置 5万円～
手配り配布や封入の場合は別途お見積りをいたしま
す。タイ語によるチラシ制作も別途承ります。

設置する机のイメージ

●A4サイズ 8ページ e-book、配布用印刷（500部～）※装丁や企画内容は変更する場合もあります。
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オリジナルイベント企画のご案内

例えば…

食をテーマに

「 日本の食について学ぼう！」（和食文化を紹介する絵本）
「食べ物はどこから来るの？」（図鑑やレシピ本）
「食育」（食べ物の大切にすることが伝わる絵本）

産業をテーマに
「日本の技術はこんなにすごい！」

旅行（インバウンド）をテーマに
「そうだ日本に行こう！」

子どもの本はどんなテーマでも、
日常の生活シーンにつながります。

テーマと関連した絵本作家によるお絵かきベントなども、集客効果の高いプロモーションです。

御社の商品やサービスにマッチした、付加価値の高い企画をご予算に合わせてご提案いたします。

【オリジナルイベント企画】（お申込み締め切り2017年1月末）

現地イベント：主催者ThaiBbyとイベントを開催
会期中に、読書活動に関連したオリジナルイベントの開催もご検討いただけます。子どもの本をツールに、御社の商品やサービス
をタイのファミリーにアプローチをすることも有効です。現地主催者との調整や会場のオペレーション等を含めマイティブックが
最適な企画をパッケージでご提案いたします。

表紙はイメージです。
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お問い合わせ

担当：松井紀美子

携帯090-5813-6438

Email: info@mightybook.net

子どもの本で国際交流を図り、
幸せなグローバル社会の実現を考える会社

株式会社マイティブック
〒166-0002
東京都杉並区高円寺北2-1-17深澤MKビル201
TEL:03-5327-8109 FAX：-03-5327-8119 
www.mightybook.net

【お問い合わせ】

2016年12月9日に、「第3回IBBYアジア・オセアニア地域大会」を主催するThaiBby日本担当者のポ

ンアノン・ニョムカ・ホリカワさんが来日し、現地の様子など、第3回IBBYアジア・オセアニア地区大

会について状況をお伝えできるような説明会を予定しています。こちらもお気軽にお問合せください。

ロンドン・インペリ
アルカレッジでの読
書イベントブースの
松井。

バリの幼稚園訪問での子ども
たち。タイでもたくさんの笑
顔に出会えますように！

一緒に子どもたちの笑顔を見に行きませんか？
「実際に大会を見てみたい！」、「このような活動に興味があ

る！」という見学希望の方の参加のお手伝いも大歓迎です。


